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ぼんじゅーる修太通信 

「 修太先生の絵 」               大阪市 旭区在住  富井 隆夫 
医者って好きですか？僕は医者ですが、医者にかかるなんてまっぴら

御免です。医者の門をくぐる時、ニコニコ笑って喜んでいる人なんて

いません。「おれの身体どうなってんねやろ」「こいつに診てもろて大

丈夫やろか」いつも不安が先立つものです。だから、そんな患者さん

を様づけで呼んだり、ウソくさい笑顔で迎えてどうなるでしょう。待

合室に置かれたその家の医者の感性を示す絵画や季節の便りに、実は、

患者さんの気持ちはなごみます。当院では修太先生の絵が「よう、お

こし。まあおかけ」と静かに迎えてくれています。僕だって同じ事で

す。毎日何十人もの何かしらの病める人達と接するのですから疲れま

す。ストレスだって相当のものです。そんな時、心象風景の中に同化したい、絵に飛び込んで静かにゆったり時を

過ごしたい。そんな思いにかられます。そして巡り会ったのが修太先生の絵です。人生を共に歩む離れられない友

なのです。 
 

くろんど池 
星のブランコ 

すいれん池 

 

 

 セーヌの流れもあの橋も・・ 
森崎修太が画家への夢と 
苦悩で過ごした頃と少しも 
変わっていない。 
季節は、又巡ってきた・・。
もし、ﾊﾟﾘに行かれる事が 
あったら、この場所を探し 
てみませんか？ 

 

 

 

 
「ロイヤル森の眺め」15F 油彩

 妙見河原桜 

 

 

 

「 ヴェニス港の夕焼け 」に乾杯！       大阪府 交野市在住  仲谷 紀子 
友人に誘われて、彼女の弟さんの個展に行きました。ふらりと入った会場で、一枚の絵

の前で釘付けになりました。赤紫でもない、ピンクとも言えない、なんと表現したらよ

いのかわからないけれど、その絵の色に惹き寄せられてしまいました。修太さんの絵と

は、それがきっかけで、何度か個展に伺っています。もちろん、その時の絵「ヴェニス

港の夕焼け」（私が勝手につけた画題ですが）は、我が家の洋間に飾られています。疲

れた時、この絵を観るとホッとして、気持が穏やかになります。友達、義姉、義妹のと

ころにも、修太さんの絵が飾られていますが、“私の絵がいちばん暖かい”と、自負し

ています。（皆さんゴメンナサイ） この時の絵を購入させていただいたのをきっかけ

に、私の絵への関心がますます強くなり、いろんな方の絵も見せていただくようになり

ました。専業主婦である私に、絵を所蔵する喜びを与えてくださった修太さんに、感謝 感謝。 



「 待ち遠しい修太展 」            大阪市 旭区在住  山村 博通 
それは 5年前の 8月、眼科へ行った帰りだった。なにげなく立ち寄った京阪百貨店

守口店のエスカレーターに乗ろうとした時、「森崎修太油絵展」の案内が目に飛び

込んできた‘ﾁｮｯﾄ覗いて行こうか！‘ 懐かしさも手伝い、エスカレーターで昇っ

て行きながら”修太作品“に初めて出合った 20 年位前の事を思い出していた。パ

リでの勉強を終え、帰国して間もなくの小さな画廊での個展会場には、ﾊﾟｰﾌﾟﾙやｸﾞ

ﾘｰﾝ・ﾛｰｽﾞなど、鮮やかな色にみちあふれ、こまごました細部にはとらわれない気

持のいい作品が並んでいた。思わず 1点！入手してしまったのだったが・・。それ

から、月日の流れる中 我が家の居間は大きなテーブルと沢山の絵画が壁を占領し

ている。「もう、絵は買うまい！」と心に決めていた私であったが、久しぶりの“修

太展”に足を踏み入れた途端、前にも増して、その色の鮮やかな美しさと、どこか

洗練された作風が、ｸﾞｲｸﾞｲと私を惹きつけ、気がつくと真っ赤な色調の静物画の前

に立っていたのである。その上、50 才代に入られた修太さんの顔つきが、以前にも

まして、温かさのにじむ、よりアーティストっぽい表情に変化されていたのも、これは叉、嬉しい印象であった。 

今、その暖かい赤色の絵「モロッコのテーブル」はイタリア製のイーゼルに飾られ、私や家族そしてゲストにも、

一番、楽しめるポジションで豊かな色彩を放っている。 

3 月 27 日からの修太展が楽しみである。                  ２００３年 早春 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせコーナ 
今後の「修太個展」予定 

 

’03   4/29～ 5/ 5 日・・福岡三越 

’03   7/16～ 7/22 日・・神戸阪急 

’03   9/10～ 9/16 日・・京都大丸 

’03   11 月中旬・・仙台三越（予定）  

      私が 6年間の paris での遊学を終え、はじめて大阪の画廊で帰朝展を開

催した時に、熱心に絵を観られる方がいらっしゃいました。その方が永

井さんとの出会いでした。それ以来 23 年間、私の絵を時にはやさしい目

で、時には厳しい目で御批評していただきました。守口京阪での個展会

場にも、この 6 年間は車椅子で会場に来られ、自分の好みの絵の前では

長い時間をかけて楽しんでおられました。今思えば自分の残り少ない生命のエネルギ

ーを集中しながら慈愛に満ちた目で観られていた様に思います。今回の展覧会を天国

で楽しんで頂けたらと願いながら・・。 

 

ありがとうございました永井さん。 

森崎 修太 

画家の視線‘シリーズ     「永井 久さんへ」 


